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●太田市北部・吉沢町の反丸遺跡は、おおた渡

良瀬産業団地の造成に伴い、平成２９年度から

令和２年度にかけて発掘調査を行いました。古

墳時代の竪穴建物跡４００軒以上、遺物収納箱

９００箱以上の遺物が見つかり、一つの巨大集

落の様子が明らかになりました。

　また石製模造品の製作工房と思われる建物跡

が１０軒以上確認され、祭祀（マツリ）に関わ

る遺物のほか、本来希少とされる遺物が多く出

土しました。

　現在整理作業中ですが、今回の最新情報展で

はいち早く、注目すべき遺物を展示します。
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竪穴建物跡

礫層範囲

旧河川によって形成された低地

圃場整備前の休泊堀用水

令和３年１月末現在のデータにより作成したものです。今後の整理作業等の
内容により変更となる可能性があります。 0   　50m
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調査区遠景 （赤い範囲が調査箇所）

●調査面積：約３２，０００㎡

●年代：古墳時代（４～６世紀）が中心

●特徴：水晶製勾玉など、希少な遺物が出土。

６世紀の石製模造品製作工房が１０軒以上。

竪穴建物跡から各種須恵器・祭祀（マツリ）関連遺物が多数出土。

古墳時代の後、集落は消失。１２世紀以降に一時的に集落形成。

調査の概要
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線刻のある石 （I 区 SI-58）

勾玉 ・ 管玉

子持勾玉

　勾玉や管玉などの権威を示すアクセサリーや鏃形石製品・子持勾玉などの祭祀

用具は、古墳や祭祀の場で出土するのが一般的ですが、反丸遺跡では竪穴建物跡

の床面より高い位置で出土しています。建物が廃棄され、埋まっていく途中で、

何らかの「祭祀（マツリ）」が行われたのかもしれません。
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希少な石製品
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一辺 11ｍ以上の大型建物
（E 区 SI-316）

一辺 11ｍ以上の大型建物
（E 区 SI-316）

古墳時代の一般的な竪穴建物跡
（B 区 SI-002）

古墳時代の一般的な竪穴建物跡
（B 区 SI-002）

各種
土師器
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　反丸遺跡では、昭和５７・５８年に行

われた群馬県教育委員会の調査を含める

と竪穴建物跡が４５０軒以上確認され、

集落の中心では建物跡が重なり密集して

いました。

　通常の古墳時代の竪穴建物跡は一辺が

４～６ｍの正方形ですが、反丸遺跡では

一辺１１ｍ以上の超大型建物跡が３軒確

認されました。

集落 （竪穴建物）
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石製模造品

　反丸遺跡では、以下のような特徴を持つ、古墳時代

の「石製品製作工房」が複数軒確認されました。

●６世紀に限定

●石材は粘板岩（頁岩）

●臼玉・有孔円板など、マツリの道具「石製模造品」

　を中心に製作

ねんばんがん　　　　  けつがん
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石の工房石の工房

平底短頸瓶出土状況
（写真中央、 F 区 SI-132）

各種須恵器

平底短頸瓶

　古墳や祭祀の場で、マツリの道具として使われた

須恵器。金山丘陵・八王子丘陵は６世紀から須恵器

が生産され、東日本最大規模の生産地になりました。

周辺の集落では坏・高坏を中心とした須恵器の出土

が多くなります。

　反丸遺跡ではこれまで全国で６０数例、群馬県で

１０例しか出土のない「平底短頸瓶」が２点出土し

ました。
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各種土製品

　反丸遺跡では、「土製勾玉」・「土玉」・

「鏡形土製品」など、土でできたマツリ

の道具である「土製模造品」も出土して

います。これらはカマドの中や周辺から

出土しました。

　「土鈴」は小石と思われるものが複数

個入っており、振ると音が鳴ります。
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手捏土器 ・ 土玉出土状況
（I 区 SI-63）

土師器坏 ・ 甕出土状況

小型仿製鏡出土状況
（F 区 SI-131）

　今回ご紹介した遺物の多くが「マツリ」と関係しています。

反丸遺跡では、平地での遺物集積やカマド周辺など、祭祀関

連遺物の出土状況にいくつかのパターンがあるようですが、

特に竪穴建物が廃棄され、埋まっていく途中で祭祀関連遺物

が出土する状況が特徴的です。

祭祀 （マツリ）
さいし

これから

　今回の調査では、古墳時代の巨大集落をほぼ丸ごと調査し、膨大な情報

を得ることができました。その結果、多くの疑問が浮かび上がってきました。

　・なぜこの地に石製模造品の製作工房がつくられたのか？

　・石材の採取地・交流を含めた取得方法は？

　・石製模造品は集落外に供給？

　・どのようなマツリがあったのか？時期による違いは？

　・古墳時代の巨大集落が消失した理由は？

　整理作業は始めたばかりで、これから分かることやさらなる発見がある

と思われます。発掘調査報告書は令和 6年刊行予定です。

せきせいもぞうひん

令和２年度太田市埋蔵文化財最新情報展

石と祈りのムラ
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